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自動車リサイクル部品の供給で地球温暖化防止に貢献する

地球温暖化防止に貢献する

 グリーンポイントクラブ
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日本自動車リサイクル部品販売団体協議会（JAPRA）と

早稲田大学環境総合研究センターの共同で、自動車

リサイクル部品の活用が新品部品に比べて環境負荷

削減効果がどの程度あるか、環境負荷の差をCO2削減

効果として換算・数値化する「グリーンポイントシステム」

を開発、幅広く利用することにより普及促進を図ります。

 この「グリーンポイントシステム」の利用者団体がグリー

 ンポイントクラブです。

グリーンポイントクラブとは

ひとつひとつの自動車リサイクル
 部品毎にCO2削減効果の数値化
 を実現！
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美化

 検査

リサイクル部品の

 環境負荷削減効果の算定
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自動車リサイクル部品（ﾘﾕｰｽ部品・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品）

 の活用による環境負荷削減効果をＬＣＡ（Ｌｉｆe
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システム概要
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各利用団体会員 サーバ データ出力

各種データベースからCO2データ算出 PDFまたはCSVファイルとして出力

ＮＧＰｼｽﾃﾑ

ＪＡＰＲＡｼｽﾃﾑ

ＳＰＮｼｽﾃﾑ

JAPRA
車両データ

 ベース

早稲田CO2

 データベース ＰＤＦ

ＣＳＶ

各事業所毎にリサイクル部品の販売

 データをサーバへアップロード

2009年5月1日に上記3システムでスタート

 今後、他のシステムでも対応可能

業界全体の数値化

部品マスタ・車両マスタを連携させ、CO2DBも一元管理している

 ので、どのシステムで算出しても同様の数値となる

信頼性の確保とシステムの拡張性
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システムログイン

 画面イメージ
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※画面イメージです

当システムは、既存のインターネット

 システム環境にて運用できるので、

 新たなシステム投資は不要で、

システム入口は、グリーンポイントポ

 イントクラブHPに設定。

ログインIDとパスワードにより、

システムを利用することが可能です。
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CO2削減数値算出

 画面イメージ
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売上データを元に、顧客別ごとの

CO2データを算出。

算出結果は、グリーンポイント

クラブ定型フォーマットへのPDF

出力やCSVファイルとしての出力

が可能です。

各種データ集計

※画面イメージです
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CO2削減貢献レポート

 帳票イメージ
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P D Fファイルでは、グリーンポイ

ントクラブ共通の定型フォーマット

を用意。

お客様毎に貢献レポートを印刷し、

お客様へ直接お渡しすることが

できます。

ＰＤＦファイルイメージ

※帳票イメージです
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システムの全体像
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国

保険会社
ｸﾞﾘｰﾝﾎﾟｲﾝﾄｸﾗﾌﾞ

JAPRA

NGP

SPN

その他

ﾘﾕｰｽ・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品
環境負荷DB

早稲田大学

全475部品マスタ
18,734種類の車両マスタ

2009年5月1日現在

マスタの統一

株式会社早稲田環境研究所

ｸﾞﾘｰﾝﾎﾟｲﾝﾄｼｽﾃﾑ

ﾘﾕｰｽ・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品ﾕｰｻﾞｰ

部品ユーザーにポイントを付与することで、更なる利用促進を目指す。

部品毎のCO2削減量

 データ

自動車の解体測定を

 継続して行い、
データを更新

販売部品データに

 ポイントを付与

利用した部品毎に

 グリーンポイント

 を付加

早稲田大学
環境総合研究ｾﾝﾀｰ
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エコ・ユーザー育成のための

 ポイントシステム（今後の展開予定）
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目的
自動車の適切な整備やリユース・リビルト部品を活用することで、ユーザー

 にエコポイントを付与し、エコ・ユーザーとしての意識を高める

エコ・ユーザー

ﾘﾕｰｽ・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品 整備・メンテナンス利用 利用

エコ・ポイント エコ・ポイント

ﾘﾕｰｽ・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品利用でポイント

 を付与
エンジンのメンテナンスやタイヤの

 整備等によって、ポイントを付与

自動車ユーザーの環境への意識を高め、エコ・ユーザーの育成を図る

自動車整備業界・損保業界等との連携をすすめる
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